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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期

第３四半期連結
累計期間

第79期
第３四半期連結
累計期間

第78期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 （百万円） 30,987 34,935 44,380

経常利益 （百万円） 1,601 1,621 2,870

四半期（当期）純利益 （百万円） 999 1,118 1,847

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,237 1,778 2,370

純資産額 （百万円） 11,688 14,392 12,820

総資産額 （百万円） 34,644 40,223 35,057

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 30.49 34.11　 56.36

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 32.4 34.6 35.3

　

回次
第78期

第３四半期連結
会計期間

第79期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 24.63 21.45

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して　

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

（インドネシア合弁会社の設立に関する契約）

　当社は、PT.CENTRAL SOLE AGENCY社と合弁会社を設立することに合意し、合弁会社設立に関する契約を締結いたし

ました。

　

（1）設立の目的

　当社は、海外事業拡大として新たな海外生産及び販売拠点の検討を進めてまいりました。

　このたび、特に自動車需要の急速な成長を続けるインドネシアにおいて、INDOMOBILグループ（Salimグルー

プ）のPT.CENTRAL SOLE AGENCY社と合弁会社を設立することにより、新たな海外事業の展開を図ることといた

しました。　

　

（2）設立会社の名称、事業内容、規模

①商号　
PT.FURUKAWA INDOMOBIL BATTERY

MANUFACTURING　

PT.FURUKAWA INDOMOBIL BATTERY

SALES　

②事業内容　 自動車用鉛蓄電池の製造

PT.FURUKAWA INDOMOBIL BATTERY

MANUFACTURING製造製品、及び当社製品

の販売

③規模　
資本金　US 19百万ドル相当インドネシア

ルピア　

資本金　US 1百万ドル相当インドネシア

ルピア

　

（3）取得価額及び取得後の持分比率

①取得価額　 US 9百万ドル相当インドネシアルピア　 US 0百万ドル相当インドネシアルピア　

②取得後の持分比率　
当社　　　　　　　　　　51％

PT.CENTRAL SOLE AGENCY　49％　

当社　　　　　　　　　　49％

PT.CENTRAL SOLE AGENCY　51％
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、経済・金融政策により輸出関連企業を中心に景況感の改善

が見られ、株高や消費税率引上げ前の駆け込み需要から個人消費の持ち直しも見られました。しかし、今後見込ま

れる駆け込み需要の反動による消費の減少、また、欧米や新興国の経済動向などから先行きは不透明な状況となっ

ております。

　このような状況の中で、当グループの売上高は前年同四半期比3,948百万円（12.7％）増加の34,935百万円とな

りました。このうち海外売上高は10,908百万円となり、売上高に占める割合は31.2％となりました。

　損益面については、海外子会社を中心に自動車用電池が堅調に推移したほか、鉄道等産業用電池が好調に推移し

た結果、営業利益は1,403百万円（前年同四半期営業利益1,503百万円）、経常利益は1,621百万円（前年同四半期

経常利益1,601百万円）となりました。

また、特別損失として固定資産処分損2百万円を計上し、税金費用を考慮した結果、四半期純利益は1,118百万円

（前年同四半期純利益999百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（自動車）

前年同四半期と比較して、売上高は3,448百万円増加の23,489百万円、セグメント利益は40百万円減少の766百

万円となりました。これは、主に海外子会社において補修用電池の販売を中心として堅調に推移し、国内におい

ては新車用及び補修用電池が好調に推移したためであります。

（産業）　

前年同四半期と比較して、売上高は553百万円増加の11,644百万円、セグメント利益は166百万円減少の516百

万円となりました。これは、主に鉄道用電池が好調に推移したためであります。

（不動産）　

前年同四半期と比較して、売上高は16百万円減少の278百万円、セグメント利益は75百万円増加の120百万円と

なりました。これは、主に賃貸収益は減少したものの設備関係の修繕など一時的な費用が発生しなかったためで

あります。

（その他）

前年同四半期と比較して、売上高は20百万円減少の561百万円、セグメント利益は9百万円増加の23百万円とな

りました。これは、主に樹脂成型品等の売上の減少によるものであります。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という）に比べて5,166百万円増

加し40,223百万円となりました。流動資産は、前期末比2,116百万円増加し18,662百万円となり、固定資産は、前

期末比3,049百万円増加の21,560百万円となりました。

流動資産増加の主な要因は、現預金及び棚卸資産の増加によるものであります。

固定資産のうち、有形固定資産は、前期末比2,804百万円増加の17,360百万円となりました。この増加の主な要

因は、設備投資の増加が減価償却による減少を上回ったためであります。

投資その他の資産は、前期末比263百万円増加し3,903百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前期末比3,593百万円増加の25,830百万円となりました。流動負

債は、前期末比1,946百万円増加の13,901百万円、固定負債は、前期末比1,647百万円増加の11,928百万円となりま

した。

有利子負債（短期借入金、長期借入金および社債の合計額）は、前期末比2,541百万円増加の8,533百万円となり

ました。

また、当第３四半期連結会計期間末における自己資本は、前期末比1,563百万円増加して13,923百万円となり、

自己資本比率は、前期末の35.3％から34.6％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,189百万円であります。なお、当

第３四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,800,000 32,800,000
東京証券取引所市場第

一部
単元株式数1,000株 

計 32,800,000 32,800,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額 
(百万円)

資本金残高 
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 32,800 － 1,640 － 422

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 16,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,741,000 32,741 －

単元未満株式 普通株式 43,000 － －

発行済株式総数  32,800,000 － －

総株主の議決権  － 32,741 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式669株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

古河電池株式会社
横浜市保土ヶ谷区

星川二丁目４番１号
16,000 － 16,000 0.05

計 － 16,000 － 16,000 0.05

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数の合計は16,000株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】
１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,767 2,446

受取手形及び売掛金 10,244 10,365

商品及び製品 1,301 1,864

仕掛品 1,829 2,445

原材料及び貯蔵品 703 600

繰延税金資産 260 229

その他
※ 467 ※ 731

貸倒引当金 △27 △20

流動資産合計 16,545 18,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,674 3,621

機械装置及び運搬具（純額） 3,332 3,960

工具、器具及び備品（純額） 375 332

土地 6,030 6,048

リース資産（純額） 265 248

建設仮勘定 875 3,148

有形固定資産合計 14,555 17,360

無形固定資産

のれん 117 108

リース資産 26 19

その他 173 170

無形固定資産合計 316 297

投資その他の資産

投資有価証券 1,648 2,026

繰延税金資産 1,862 1,744

その他 146 150

貸倒引当金 △17 △18

投資その他の資産合計 3,639 3,903

固定資産合計 18,511 21,560

資産合計 35,057 40,223
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,163 5,735

短期借入金 3,432 4,473

1年内償還予定の社債 200 200

リース債務 119 116

未払法人税等 440 118

未払消費税等 181 58

繰延税金負債 1 －

賞与引当金 553 336

役員賞与引当金 3 －

設備関係支払手形 171 790

その他 1,687 2,072

流動負債合計 11,955 13,901

固定負債

社債 100 －

長期借入金 2,260 3,860

リース債務 189 168

繰延税金負債 937 937

退職給付引当金 6,009 6,222

環境対策引当金 18 18

負ののれん 258 210

資産除去債務 8 8

その他 498 502

固定負債合計 10,281 11,928

負債合計 22,236 25,830

純資産の部

株主資本

資本金 1,640 1,640

資本剰余金 422 422

利益剰余金 9,802 10,724

自己株式 △6 △6

株主資本合計 11,857 12,779

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 517 755

繰延ヘッジ損益 13 84

為替換算調整勘定 △28 304

その他の包括利益累計額合計 502 1,144

少数株主持分 460 468

純資産合計 12,820 14,392

負債純資産合計 35,057 40,223
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 30,987 34,935

売上原価 23,128 26,718

売上総利益 7,859 8,217

販売費及び一般管理費 6,355 6,813

営業利益 1,503 1,403

営業外収益

受取利息 9 8

受取配当金 48 59

負ののれん償却額 48 48

為替差益 20 74

その他 72 117

営業外収益合計 200 308

営業外費用

支払利息 83 70

その他 18 20

営業外費用合計 101 90

経常利益 1,601 1,621

特別利益

国庫補助金 62 －

特別利益合計 62 －

特別損失

固定資産処分損 11 2

投資有価証券売却損 0 －

特別損失合計 11 2

税金等調整前四半期純利益 1,652 1,618

法人税等 641 482

少数株主損益調整前四半期純利益 1,011 1,136

少数株主利益 12 17

四半期純利益 999 1,118
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,011 1,136

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39 238

繰延ヘッジ損益 124 70

為替換算調整勘定 61 333

その他の包括利益合計 225 642

四半期包括利益 1,237 1,778

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,227 1,760

少数株主に係る四半期包括利益 10 18
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社は一部の有形固定資産について定率法を

採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　この変更は、当社の親会社である古河電気工業株式会社が有形固定資産の減価償却方法を定率法から定額法に変更

することを契機として、また、当社の中期経営計画（2013年度～2015年度）において、国内市場の成熟化に伴い国内

生産拠点を集約及び合理化することを踏まえ、当社及び国内連結子会社の有形固定資産の使用実態を見直した結果、

今後は長期安定的な稼働が見込まれ、定額法による減価償却の方法を採用する方が経済的実態をより適切に反映する

と判断したために行ったものであります。

　この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は、それぞれ86百万円増加しております。

　なお、セグメントに与える影響については、セグメント情報等に記載しております。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）　

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　流動資産の「その他」には手形債権の流動化を目的とした債権譲渡に伴う支払留保額が次のとおり含まれており

ます。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

124百万円 93百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負ののれ

んの償却額は、次のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 1,247百万円 1,191百万円

のれんの償却額 39 21

負ののれんの償却額 △48 △48

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当金支払額　

　
決議
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成24年６月26日

定時株主総会　
普通株式　 163　 　5

平成24年３月31

日　
平成24年６月27日 利益剰余金　

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額　

　
決議　
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成25年６月25日

定時株主総会　
普通株式　 196　 　6

平成25年３月31

日　
平成25年６月26日 利益剰余金　

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　 その他

（注）　
合計　

自動車 産業　　 不動産　 計　

売上高　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高　 　19,812 　10,875 　280 　30,968 　18 　30,987

セグメント間の内部

売上高又は振替高　
　228 　214 　14 　458 　563 　1,021

計　 　20,041 　11,090 　295 　31,427 　581 　32,009

セグメント利益 　807 　682 　44 　1,534 　13 　1,547

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「保険事業」等を含んでおり

ます。

　　　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）　

（単位：百万円）　

利益　 金額　

報告セグメント計　 　1,534

「その他」の区分の利益　 　13

セグメント間取引消去　 　△5

のれんの償却額　 　△39

四半期連結損益計算書の営業利益　 　1,503

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

　

　

報告セグメント　 その他

（注）　
合計　

自動車 産業　　 不動産　 計　

売上高　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高　 　23,192 　11,458 　263 　34,914 　20 　34,935

セグメント間の内部

売上高又は振替高　
　297 　185 14　 　497 　540 　1,038

計　 　23,489 　11,644 　278 　35,412 　561 　35,973

セグメント利益 　766 　516 　120 　1,402 　23 　1,425

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「保険事業」等を含んでおり

ます。

　　　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）　

（単位：百万円）　

利益　 金額　

報告セグメント計　 　1,402

「その他」の区分の利益　 　23

セグメント間取引消去　 　△0

のれんの償却額　 　△21

四半期連結損益計算書の営業利益　 　1,403

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却の方法の変更）　

有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社は一部の有形固定資産について定

率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、当社の親会社である古河電気工業株式会社が有形固定資産の減価償却方法を定率法から定額法

に変更することを契機として、また、当社の中期経営計画（2013年度～2015年度）において、国内市場の成

熟化に伴い国内生産拠点を集約及び合理化することを踏まえ、当社及び国内子会社の有形固定資産の使用実

態を見直した結果、今後は長期安定的な稼働が見込まれ、定額法による減価償却の方法を採用する方が経済

的実態をより適切に反映すると判断したために行ったものであります。

この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が「自

動車」で44百万円、「産業」で42百万円、「その他」で0百万円増加しております。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 30円49銭 34円11銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 999 1,118

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 999 1,118

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,784 32,783

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月12日

古　河　電　池　株　式　会　社

　取　締　役　会　御　中

新　日　本　有　限　責　任　監　査　法　人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋　山　賢　一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　田　純　孝　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている古河電池株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、古河電池株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
　

強調事項

　会計方針の変更に記載されているとおり、有形固定資産の減価償却方法については、従来、会社及び国内連結子会社は

一部の有形固定資産について定率法を採用していたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書に記載された事項を電子化したものであり、四半期レビュー報告書の原本は

四半期連結財務諸表に添付される形で別途会社に保管されております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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